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ダ ル マ ギ ク に 関 す る 研 究

第2報 花色発現に及ぼす温度の影響*

松 尾 英 輔 ・土 岐 健 次郎

九州大学農学部園芸学教室
(1974年3月30日 受理)

 Studies on Aster spathulifolius Maxim. 

II. Effect of Temperature on Colouring of Petals 

 EISUKE MATSUO and KENJIRO TOKI 

 Horticultural Laboratory, Faculty of Agriculture, 
          Kyushu University, Fukuoka

緒 言

自生地における ダルマギク(Asterspathulifolius

Maxim.)の 花色は淡青紫色や白色が多く,開 花の遅

い花では花弁の周縁部にのみ淡青紫色の発現がみられ

る程度であつたり,ピ ンク系統株でも白色花をつける

ことが多い.し かし自生地で採集した白色 系統 株 を

20℃ や25℃ 恒温ガラス室で開花させると,ピ ンク

色または淡青紫色の花色が発現した.

従来花色の発現については,一 般に比較的低温で濃

くなることが知られているが,ダ ルマギクにおいて観

察された上記の事実はむ しろ20～25℃ の比較的高温

で花色が濃くなることを示唆している.

本実験ではこの点をさらに細か く調べるため,異 な

る温度条件下でダルマギクを開花させ,花 色の違いお

よび老化に伴なう花色の変化を追跡 した.

本研究の遂行にあたり,終 始懇篤な指導と適切な助

言,さ らに原稿の校閲をいただいた九州大学農学部上

本俊平教授 に対し,ま た色差計使用の便宜を賜わつた

福岡女子大学増田正次郎教授 に対して深謝する,

材 料 お よ び 方 法

1973年 秋,着 花 した ピンク系ダルマギクの鉢植え

を九州大学生物環境調節センターphytotron内 の

25,20,15℃ 恒温ガラス室に搬入 し,自 然日長下で

栽培 しながら,花 色について肉眼観察を行なうととも

*九 州大学農学部園芸学教室業績

に,色 差計(東 京電色工業KK製,TC-D7)を 用 い

て測色 し,そ の花色をL,a,b表 示法によつてあら

わした.ダ ルマギクの花弁は細いので,集 光孔(径5

mm)に あわせるため,セ ロテープに花弁をはりつけ

て調整した.こ の場合,隣 合つた花弁に隙間ができな

いように花弁の端を重ねた.ま た,測 定の際には試料

の上に黒色板を重ねた.

結 果 お よ び考 察

1.肉 眼観察による花色

25℃ 区では花弁がみえはじめた頃からピンク色の

着色が観察され,開 花 しはじめか ら全開後2～3日 間

がもつとも濃いピンク色を呈 し,そ の後退色 し開花後

1週 間も経つと白色となり,開 花後2週 間目位になる

と黄緑味を帯びた花色を呈した.こ の傾向ははじめの

花を摘んだあと発達してくる2番 花や,さ らにその後

の3番 花,4番 花についても同じであつた.

20℃ 区 では25℃ 区 に比べると著しく淡いピンク

色を呈し,漸 次退色して白色となり,さ らに黄緑味を

帯びた花色となつた.し かし,こ の現象は25℃ 区ほ

ど顕著ではなかつた.

15℃ 区ではピンク色の発現はみられず,ほ とんど

白色であつた.ま た,キ ク科植物によく観察される赤

紫色斑が花弁にあらわれたものがあつた.

2.色 差計による花色の測定

25℃ および20℃ 区では}摘 花によつて,2番 花r



第1図Hunter色 度図上におけるピンク系ダルマギクの花色

3番 花が得 られたが,15℃ 区では同様に摘花処理 で

側芽の伸長が起つたり,形 成された花芽の発達もきわ

めて遅かつたこと,ま た,花 色はほとんど白色を呈し

たこと(肉 眼観察)な どの理由か ら,ご く少数の花を

測定に供した.25℃ および20℃ 区については,2番

花,3番 花をも測色 したが,1番 花とほぼ同じであつ

た.し たがつて図には1～3番 花をまとめて 整理 し

た.

キクにおいて,ア ントシアニン含量が多い場合はL

値すなわち明度が低くなることが知られ て い る(筧

ら,1965)と ころから,ダ ルマギクにおいても,ピ ン

ク色の濃い25℃ 区においてL値 がもつとも小さく,

15℃ 区 において もつとも大きくなるものと予想され

た.し か しながら,L値 はどの区でもほぼ80と なり,

温度による差は認められなかつた.こ れについては,

ダルマギクの花弁が薄 く,ま た,花 色もキクほど濃く

ないので,測 色の際,花 弁を透過する光が多 く,こ の

光が黒色板に吸収されてしまうことが関係 しているも

のと考えられる.ま た,L値 については,色 の淡い花

弁の測定値ほど真の値より低 くなつているものと考え

られ,今 後再検討の必要があろう.

Hunter色 度図におけるa値 は(＋)側 で赤色の度

合,(一)側 で緑色の度合を示 し,b値 は(＋)側 で

黄色の度合,(一)側 で青色の度合を示 す.ダ ルマギ

クの花弁についての測定結果をみると,第1図 に示す

ように,25℃ 区では測定値が第4,第1,第2象 限

にわたつて広 く分布するのに対 し,20℃ 区では25℃

よ りやや原点寄 りとなつて,主 として第1象 限に多く

分布する.15℃ 区 では分布の幅がさらに狭 くなり,

一層原点寄 りとなる.花 弁の老化に伴なう測定値の移

動はどの区においても右下方から左上方へ向う.こ れ

は肉眼で観察されたように,25℃ 区 では ピンク色の

若い花弁が老化につれて白色となり,さ らに黄緑味を

帯びて くること,20℃ 区では25℃ 区 より淡いピンク

色の花弁がやはり退色 して白色となり,25℃ 区より

やや淡い黄緑味を帯びること,さ らに15℃ 区ではほ

とんど白色であることを測定値 として図示したもので

ある.

花を鑑賞の対象とした場合,老 化に伴なう花色の変

化はきわめて大きな意味をもつている。L値 について

は前述のように温度による違いは認められ なか つ た

し,ま た,開 花後の変化も認められなかつた.し かし

a値 およびb値 では,そ れぞれ,第2図 および第3図

に示すように変化がある.

第2図 花弁の老化に伴なうa値 の変化



第3図 花弁の老化に伴なうb値 の変化

a値 についてみると,開 花時に25℃ 区の初期値が

他の区のそれよりやや高い,す なわち赤味が強いが,

その後の退色(赤 味の減少)は 他の温度区と同じであ

る.

b値 についてみると,25℃ 区では著しく増加する

のに対して,20℃ 区ではやや少ない増加を示 し,15℃

区ではほとんど増加 しない.こ れは黄味の増加の程度

を示し,25℃ 区でもつとも黄緑味が強くなつた肉眼

観察の結果と一致している.

著者らは黄緑味を帯びた花弁を自生地ではほとんど

観察していない.実 験室内では強風がないので,ピ ン

ク色が退色 して黄緑味を呈するまで花弁が生存 してい

るのに対 し,自 生地では季節風によつて花弁が傷みや

すく,黄 緑味の花色発現をみるまで花弁の寿命が保た

れないのがその原因と考えられる.

著者 らはまた,自 生地のピンク系統の花色はきわめ

て淡いこと,同 じ株でも,開 花期の遅い花は白色であ

ることを観察 してきたが,ダ ルマギクの開花がみられ

る10月 中旬以降の平均気温は20℃ 以下である(日 本

気象協会,1973).し たがつて,前 述の実験結果か ら

明らかなように,開 花期の気温が低いことは白色花や

淡いピンク色の花を多 くするので,鮮 かな濃 ピンク色

の花をみることのできない原因の1つ と考えることが

できる.

淡青紫色系統についても高温ほど花色が濃 くなるこ

とが観察されており,上 記の事実とあわせて 考 え る

と,ダ ルマギクの開花期をもつと早めること,す なわ

ち,温 度の高い時期に開花させることによつて色の濃

い花を得られる可能性を示唆 している.

また,一 般に花色の発現は低温で顕著であることが

知 られているが,上 に明らかになつたように,ダ ルマ

ギクは高温ほど花色発現が顕著であり,また,青紫色系

花弁にはaglyconeと してdelphinidinとcyanidin

の共存が認められたこと(松 尾ら,1973)と あ わせ

て,ダ ルマギクは色素学的にきわめて興味深い材料で

あるといえよう。

摘 要

Phytotron内 の25,20,15℃ 恒温ガラス室 にお

いて,自 然日長下でピンク系ダルマギクを開花させ,

花色発現に及ぼす温度の影響を調べた.25℃ 区では

鮮かなピンク色が発現 し,花 弁の老化につれて白色と

なり,さ らに老化すると黄緑味を帯びた.20℃ 区で

は淡いピンク色で,老 化とともに白色となり,さ らに

黄緑味を帯びたが,そ の変化は25℃ 区ほど顕著では

なかつた.15℃ ではほとんど白色であつた.以 上の

ように,ダ ルマギクの花色発現は高温ほど顕著で,か

つ老化に伴なう変色の幅も大きかつた.
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                                Summary 

   The experiment was carried out to clarify the effect of temperature on colouring 

of petals in  Aster spathulifolius Maxim., 'Pink' strain. Plants with flowers were grown



at 25, 20 and 15°C constant temperature in a phytotron, Biotron Institute, Kyushu Uni-
versity. At 25°C the colour of young petals were pink. The petals getting older, the 

colour faded and became pale greenish yellow. At 20°C it was light pink and faded 

gradually. At 15°C it was white. Thus the higher the temperature was, the more re-
markable the colouring of petals and the change of the colour were.


